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柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
の
開
設
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

５
月
20
日
（
月
）
に
、
柳
井
市
の

「
さ
つ
き
カ
フ
ェ
」
が
、
県
産
農
水
産

物
を
積
極
的
に
利
用
す
る
「
や
ま
ぐ
ち

食
彩
店
」
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
27
日
（
金
）
に
は
、

平
生
町
の
「(

株)

プ
ラ
ス
ア
イ
」
が
、

「
や
ま
ぐ
ち
木
の
家
」
を
は
じ
め
と
す

る
県
産
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
た

家
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
木
材
の
地

産
・
地
消
を
推
進
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
木

の
家
等
推
進
工
務
店
」
に
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
当
地
域
の
「
や
ま
ぐ

ち
食
彩
店
」
は
26
店
舗
、「
や
ま
ぐ
ち

木
の
家
等
推
進
工
務
店
」
は
２
店
舗
と

な
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
地
産
・

地
消
推
進
拠
点
で
あ
る
販
売
協
力
店

や
、
販
売
協
力
専
門
店
、
や
ま
ぐ
ち
食

彩
店
、
や
ま
ぐ
ち
木
の
家
等
推
進
工
務

店
等
と
連
携
し
て
、
地
産
・
地
消
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
産
農
林
水
産

物
の
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 
周防大島町上田ヶ丘工区で 
  パイプライン施設の一部供用を開始しました！ 

！ 

地
産
・
地
消
推
進
拠
点
施
設
に
新
た
に 

２
店
舗
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た 

周防大島の柑きつ産地の振興を目指して、『農地整備事業（耕作放棄地型）久賀地区』に

おいて樹園地整備を進めています。 

当事業ではパイプラインの工事を進めており、この度、一部施設の供用を開始しました。 

このパイプラインは、用水源であるファームポンドと各農地をつないでおり、防除・灌

水での労力の節減を図るとともに、きめ細やかな水管理による高品質で安定した柑きつの

生産が可能となり、農家所得の向上や経営の安定化に寄与することが期待されています。 

 

久賀の樹園地 

ファームポンド 
（ＰＣタンク） 

給水栓 
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み
か
ん
の
県
内
生
産
量
の
約
85
％

を
占
め
る
周
防
大
島
町
で
、
９
月
25

日(

水)

、
今
季
の
「
山
口
大
島
み
か
ん
」

初
荷
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
Ｊ
Ａ
山
口
県
周
防
大
島
統

括
本
部
の
木
村
本
部
長
か
ら
「
昨
年
は

大
島
大
橋
の
事
故
で
は
多
く
の
励
ま

し
と
支
援
で
良
い
販
売
実
績
を
残
せ

た
。
さ
ら
に
山
口
大
島
み
か
ん
の
ブ
ラ

ン
ド
を
高
め
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ａ
や
市
場
、
行

政
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、

く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、
地
元
の
保
育

園
児
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
等
で
、
初
荷

を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
を
見
送

り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
８
月
中
旬
の
長
雨
等
に
よ

り
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
９
月

に
入
っ
て
晴
天
が
続
き
、
酸
味
が
抜
け
、

さ
わ
や
か
な
香
り
で
食
べ
や
す
い
み

か
ん
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
引
き
続
き
、
山
口

大
島
み
か
ん
の
産
地
振
興
に
向
け
て
、

担
い
手
育
成
や
、
樹
園
地
整
備
、
販
売

拡
大
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

           

                  

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
今
年
も
12
月
末
ま

で
、「
サ
ザ
ン
セ
ト
ぶ
ち
う
ま
！
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
2019
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

当
地
域
の
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
24

店
舗
、「
販
売
協
力
専
門
店
」
10
店
舗
、

「
や
ま
み
ち
ゃ
ん
応
援
店
」
８
店
舗
等

に
置
い
て
あ
る
応
募
用
紙
に
「
や
ま
ぐ

ち
食
彩
店
・
販
売
協
力
専
門
店
の
ス
タ

ン
プ
」
ま
た
は
、「
や
ま
み
ち
ゃ
ん
シ

ー
ル
」
を
あ
わ
せ
て
２
つ
集
め
て
、
郵

送
ま
た
は
、
各
店
舗
の
応
募
箱
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
柳
井
産

バ
ラ
の
花
束
や
、
周
防
大
島
産
島
そ
だ

ち
ジ
ュ
ー
ス
＆
み
か
ん
缶
詰
セ
ッ
ト
、

や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
利
用
券
等
、
地
産
・

地
消
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

詳
細
は
、
山
口
県
柳
井
農
林
水
産
事

務
所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

          

周
防
大
島
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
増
加
し
、
そ
の
被
害

防
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
防
護
柵
の

設
置
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
設
置
後
の
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

不
十
分
な
ど
に
よ
り
農
作
物
の
被
害

を
受
け
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
柵
の
適
切
な
設
置
と
そ
の
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
を
周
知
す
る

た
め
、
標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

７
月
22
日
（
月
）
と
26
日
（
金
）

に
町
内
４
会
場
で
開
催
し
、
合
わ
せ
て

154
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
県
職
員
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

「
山
口
大
島
み
か
ん
」
の
初
荷
出
発
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た 

地
産
・
地
消
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
を
巡
る
と
素
敵

な
賞
品
が
当
た
る
「
サ
ザ
ン
セ
ト
ぶ
ち

う
ま
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2019
」
実
施
中 

周
防
大
島
町
で
「
防
護
柵
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た 

(株)プラスアイの武田社長（左側） 

トラックを見送る皆さん 

地産・地消SHOP 
ガイドマップ 

さつきカフェの柳井店長（右側） 

初荷出発式の様子 
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の
生
態
と
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

の
説
明
や
、
防
護
柵
の
設
置
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
方
法
等
の
実
演
、
さ
ら
に
、
町

職
員
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
防

止
対
策
の
、
町
内
で
の
取
組
事
例
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

防
護
柵
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

是
非
一
度
防
護
柵
に
ぐ
ら
つ
き
が
な

い
か
や
、
隙
間
が
空
い
て
い
な
い
か
、

破
損
が
な
い
か
等
（
加
え
て
、
電
気
柵

を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
漏
電
し
て

い
な
い
か
）
を
確
認
し
、
そ
の
よ
う
な

箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
補
修
す
る
な
ど

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                  

                 

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業 

南
周
防
地
区
の
西
山
・
潤
田
団
地
、
宿

井
の
石
の
口
団
地
に
お
い
て
、
区
画
整

理
工
事
が
完
成
し
た
ほ
場
に
、
鳥
獣
害

防
止
柵
（
フ
ェ
ン
ス
式 
高
さ
1.2
ｍ
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

【
実
施
中
の
事
業
】 

◇
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
（
県
営
） 

〇
西
山･

潤
田
地
区 

平
成
29
年
度
か
ら
実
施
中 

柵
延
長 

Ｌ=

８
km 

〇
宿
井
地
区 

令
和
元
年
度
か
ら
実
施
中 

柵
延
長 

Ｌ=

18

km 

柵
の
設
置
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
か
ら

の
被
害
が
な
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

鳥
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
は
、
当
事

務
所
や
お
近
く
の
市
町
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
標
準
図 

                           

                     
 

   
 

 

昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
な
ど
、
近

年
、
豪
雨
等
に
よ
り
多
く
の
農
業
用
た

め
池
が
被
災
し
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
業
用
た

め
池
の
情
報
を
適
切
に
把
握
し
、
決
壊

農
業
用
た
め
池
は
届
出
が
必
要
で
す 

鳥
獣
害
防
止
柵
の
設
置
が
進
ん
で
い

ま
す 

防護柵設置の実演 

会の参加者 

 

西山・潤田地区 

 

 

進入扉 

 

 

被害防止対策の説明 

会の参加者 
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に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
今

年
、「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保

全
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。（
施
行
日
：
令
和
元
年
７
月
１
日
） 

こ
の
法
律
に
伴
い
、
農
業
用
に
利
用

さ
れ
て
い
る
（
過
去
に
農
業
用
に
利
用

さ
れ
、
今
で
も
利
用
可
能
な
状
態
も
含

む
）
全
て
の
た
め
池
に
つ
い
て
、
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
の
方
は
、
「
本
年

12
月
末
ま
で
」
に
、
施
設
に
関
す
る

情
報
を
県
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

届
出
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
お
近
く
の
市
町
の
担
当
課
も
し
く

は
当
事
務
所
農
村
整
備
部
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

                

                                

                     

ア
グ
リ
南
す
お
う
（
株
）
の
構
成
法

人
で
は
、
水
田
の
畦
畔
管
理
の
省
力
化

が
法
人
経
営
の
営
農
上
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
南
す
お
う
（
株
）

で
は
、
平
成
30
年
度
に
セ
ン
チ
ピ
ー

ド
グ
ラ
ス
吹
付
機
を
、
県
事
業
を
活
用

し
て
導
入
し
、
0.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畦

畔
に
吹
き
付
け
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。 今

年
度
は
、
1.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
吹

き
付
け
作
業
を
実
施
し
、
草
刈
り
作
業

の
省
力
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
セ

ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
は
、
吹
き
付
け
後

３
年
目
以
降
は
冬
に
１
回
草
刈
り
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な

る
省
力
化
の
手
段
を
検
討
す
る
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
式
リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

柳
井
市
日
積
あ
い
さ
い
の
里
の
圃

場
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
候
補
の
担
い
手

７
名
が
参
加
し
、
講
師
の
メ
ー
カ
ー
担

当
者
か
ら
草
刈
り
機
の
仕
様
、
操
作
方

法
の
説
明
の
後
、
最
大
傾
斜
43
度
の

法
面
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
ア
グ
リ
南
す
お
う
（
株
）

が
機
械
を
リ
ー
ス
契
約
し
、
作
業
希
望

の
あ
る
法
人
が
除
草
作
業
を
行
い
、
効

果
と
利
用
料
を
試
算
し
た
上
で
次
年

度
以
降
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

   
          

ア
グ
リ
南
す
お
う
株
式
会
社
が
取
り

組
む
水
田
畦
畔
管
理
の
省
力
化
の
取

組
に
つ
い
て 

運転作業の研修 

獣防止柵 
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８
月
９
日(

金
）、
周
防
大
島
町
に
お

い
て
、
柳
井
・
大
島
地
区
農
業
士
会
・

農
家
生
活
改
善
士
会
が
合
同
研
修
会

を
開
催
し
、
会
員
11
名
、
新
規
就
農

者
８
名
と
関
係
機
関
等
、
合
わ
せ
て

33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
柳
井
・
大
島
地
域

の
農
業
・
農
村
の
牽
引
役
を
担
っ
て
い

る
農
業
士
、
農
家
生
活
改
善
士
が
新
規

就
農
者
と
話
し
合
い
、
地
域
の
担
い
手

育
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
開

催
し
ま
し
た
。 

新
規
就
農
者
を
招
い
た
研
修
会
は
、

今
年
度
で
３
回
目
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
は
新
規
就
農
者
の
経
営
訪
問

を
行
い
、「
新
規
就
農
者
が
定
着
す
る

た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

新
規
就
農
者
か
ら
は
、
農
業
経
営
や

地
域
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
取
組

や
思
い
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
農
業
士
や
農
家
生
活
改
善
士

か
ら
も
、
自
身
の
経
験
や
技
術
等
に
基

づ
い
た
助
言
や
期
待
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
り
、
相
互
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
と
も
担
い
手

育
成
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。 

 
 

 
 

           

               

９
月
13
日(

金)

、
Ｊ
Ａ
山
口
県
南
す

お
う
統
括
本
部
に
お
い
て
、「
食
品
表

示
セ
ミ
ナ
ー
」
が
柳
井
地
区
農
業
改
良

普
及
協
議
会
等
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

令
和
２
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
新

た
な
食
品
表
示
制
度
で
は
、「
栄
養
成

分
表
示
」
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
当
管
内
に
お
い
て
も
農
産

物
加
工
販
売
に
取
り
組
む
方
が
多
く

お
ら
れ
、
食
品
表
示
法
の
理
解
促
進
と

的
確
な
対
応
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
師
の(

株)

ラ
ベ
ル

バ
ン
ク
川
合
裕
之
氏
か
ら
、
新
し
い
食

品
表
示
基
準
、
特
に
栄
養
成
分
表
示
に

つ
い
て
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

正
し
い
表
示
と
は
「
規
則
に
沿
っ
た

表
示
方
法
」「
表
示
と
実
際
と
が
対
応

し
て
い
る
こ
と
」
の
二
点
で
あ
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
栄
養
成
分
表
示

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
と

実
際
の
計
算
方
法
や
表
示
の
仕
方
を

学
び
ま
し
た
。 

今
後
は
、
各
事
業
者
の
自
主
的
な
対

応
と
な
り
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
４
月

の
施
行
に
む
け
て
、
さ
ら
に
啓
発
や
情

報
提
供
等
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。 

                      

草刈り機の説明 

柳
井
・
大
島
地
域
農
業
士
会
・
生
活

改
善
士
会
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た 

柳
井
地
域
食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た 

新規就農者の経営訪問 

獣防止柵 

 

 

セミナーの様子 

 

意見交換会 

獣防止柵 
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豚
コ
レ
ラ
及
び
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
は
豚
及
び
イ
ノ
シ
シ
の
伝
染
性
疾

病
で
あ
り
、
発
生
時
に
は
殺
処
分
等
強

力
な
防
疫
措
置
が
と
ら
れ
る
疾
病
で

す
。
豚
コ
レ
ラ
は
平
成
30
年
９
月
岐

阜
県
に
お
い
て
26
年
ぶ
り
に
発
生
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
10
月
30
日

ま
で
に
中
部
地
方
を
中
心
に
47
例
の

発
生
が
確
認
さ
れ
、
関
東
地
方
へ
発
生

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
フ
リ

カ
豚
コ
レ
ラ
は
、
国
内
発
生
は
ま
だ
な

い
も
の
の
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
で

猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
に
お
い
て
は
、
豚
コ
レ
ラ
等

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
豚
及
び
イ

ノ
シ
シ
飼
養
者
に
対
し
て
農
家
が
守

る
べ
き
基
準
で
あ
る
「
飼
養
衛
生
管
理

基
準
」
の
遵
守
指
導
巡
回
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
発
生
状
況
を
鑑
み
、
海

外
渡
航
者
が
帰
国
後
１
週
間
以
内
に

豚
及
び
イ
ノ
シ
シ
に
接
触
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
家
畜
の
防
疫
対
策

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

   

                     

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
に
は
、
以
下
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。 

一
、
蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
全
て
の

方
は
、
毎
年
一
月
末
日
ま
で
に
お
住

ま
い
の
あ
る
市
町
を
経
由
し
て
「
蜜

蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

な
お
、
新
し
く
蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ

る
場
合
に
は
、
随
時
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

二
、
蜂
蜜
な
ど
を
販
売
す
る
目
的(

業)

で
、
住
所
地
以
外
で
蜜
蜂
を
飼
育

（
転
飼
と
い
う
）
さ
れ
る
方
は
、

「
蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
」
に
「
土

地
貸
与
承
諾
書
・
土
地
利
用
申
出

書
」・「
山
口
県
収
入
証
紙
」
を
添
付

し
、「
山
口
県
養
蜂
農
業
協
同
組
合

各
支
部
長
」
の
確
認
を
受
け
、
毎
年

前
年
の
十
月
末
日
ま
で
に
、
転
飼
場

所
の
市
町
を
経
由
し
て
県
に
提
出

し
、
事
前
に
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

許
可
さ
れ
て
い
な
い
場
所
及
び

期
間
で
の
転
飼
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

当
事
務
所
畜
産
部
（


０
８
２
０
・
２

２
・
２
４
１
６
）
ま
で
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

               

   

冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
季
節
に

な
る
と
、
国
内
外
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
報
道
が
増
え
て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
疑
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
が
別
の
原
因
（
建

物
や
車
と
の
衝
突
死
、
エ
サ
不
足
に
よ

る
衰
弱
死
な
ど
）
で
死
亡
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
や

す
い
野
鳥
は
限
ら
れ
て
お
り
（
ハ
ヤ
ブ

サ
、
オ
オ
タ
カ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
ユ
リ

カ
モ
メ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
オ
シ
ド
リ
な

ど
の
一
部
の
カ
モ
類
な
ど
）、
県
が
死

亡
野
鳥
を
回
収
し
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
行
う
の
は
、

鳥
の
種
類
や
死
亡
数
が
検
査
の
基
準

に
該
当
す
る
場
合
の
み
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
山
口
県
（
自
然
保
護

課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 死

亡
野
鳥
を
発
見
し
て
も
、
県
に
通

報
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
心
配
な
場
合
は
岩
国
農
林
水
産

事
務
所
森
林
部
（


０
８
２
７
・
２

９
・
１
５
６
７
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
野
生
の
鳥
獣
は
細
菌
や
寄
生

指導巡回の様子 

 

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た

ら 
豚
・
イ
ノ
シ
シ
飼
養
者
に
対
す
る
飼
養

衛
生
管
理
基
準
の
指
導
に
つ
い
て 

蜜
蜂
の
飼
育
に
必
要
な
手
続
き
に
つ

い
て 

ミツバチ 
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虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

処
分
す
る
際
は
素
手
で
触
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡
野
鳥
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封

を
す
れ
ば
、
一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
分

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

万
一
、
野
鳥
が
同
一
場
所
（
お
お
む

ね
見
渡
せ
る
範
囲
を
目
安
と
す
る
）
で

数
日
間
（
複
数
羽
の
場
合
は
、
お
お
む

ね
３
日
間
程
度
）
に
５
羽
以
上
死
ん
で

い
る
場
合
な
ど
に
は
、
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死

亡
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
岩
国
農

林
水
産
事
務
所
森
林
部
（


０
８
２

７
・
２
９
・
１
５
６
７
）
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
調
査
基
準
に
該
当
し
た
場

合
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
回
収
し
、
検
査

機
関
へ
搬
送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
山

口
県
（
自
然
保
護
課
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
休
日
の
場
合
は
県
庁
（


０

８
３
・
９
２
２
・
３
１
１
１
）
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
名
前
と
御
連
絡
先
を

お
伝
え
い
た
だ
く
と
、
後
か
ら
担
当
者

が
連
絡
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

      

   

県
で
は
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
森
林
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
県
民
の
皆
様
に
ご

負
担
い
た
だ
い
た
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ

く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
た
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

○
荒
廃
し
た
人
工
林
の
整
備
【
森
林
機

能
回
復
事
業
】 

 

間
伐
実
施
が
遅
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
の
森
林
機
能
を
回

復
さ
せ
る
た
め
、
暗
い
林
内
に 

 
陽
光
が
入
り
込
み
、
植
生
が
回
復
す

る
よ
う
に
強
度
な
間
伐
を
実
施 

 

○
繁
茂
（
は
ん
も
）
し
た
竹
林
の
伐
採

【
繁
茂
竹
林
整
備
事
業
】 

周
辺
の
人
工
林
の
成
長
や
農
作

物
の
生
産
等
に
支
障
を
来
す
繁

茂
・
拡
大
し
た
竹
林
を
自
然
林
へ
と

誘
導
す
る
た
め
、
竹
の
伐
採
を
実
施 

 

○
市
町
を
支
援
【
地
域
が
育
む
豊
か
な

森
林
づ
く
り
推
進
事
業
】 

中
山
間
地
域
の
元
気
創
出
や
地

域
課
題
の
解
消
の
た
め
に
市
町
が

独
自
に
計
画
・
実
施
す
る
多
様 

 
 

な
森
林
整
備
を
支
援 

 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
【
地

域
森
林
づ
く
り
活
動
強
化
対
策
事

業
】 県

民
の
自
主
的
な
森
林
づ
く
り 

を
進
め
る
た
め
、
活
動
に
必
要
な

資
機
材
の
購
入
等
を
支
援 

            
 

             

                                

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

関
連
事
業
に
つ
い
て 
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山
口
県
漁
協
柳
井
地
区
女
性
部
（
山

口
県
漁
協
平
生
町
支
店
女
性
部
・
柳
井

支
店
女
性
部
・
上
関
支
店
女
性
部
）
は
、

魚
の
調
理
と
魚
食
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
８
月
２
日
（
金
）
に
「
浜

の
母
ち
ゃ
ん
の
夏
休
み
お
魚
料
理
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を

使
っ
て
、
漁
師
の
奥
さ
ん
か
ら
魚
の
さ

ば
き
方
や
手
軽
で
美
味
し
い
魚
料
理

を
教
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

子
ど
も
７
名
・
大
人
16
名
の
合
計
23

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
タ
イ
の
炊
き
込
み
ご

飯
、
ア
ジ
・
ハ
モ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、
タ

イ
・
ア
ジ
の
刺
身
、
タ
イ
の
あ
ら
を
使

っ
た
潮
汁
で
、
参
加
者
は
５
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
タ
イ
や
ア
ジ
を
三
枚
に

お
ろ
し
た
り
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼
い
た

り
し
ま
し
た
。
初
め
て
包
丁
を
握
る
子

ど
も
も
、
親
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
真
剣
な
表
情
で
丸
ご
と
１
尾
の
魚

を
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
料

理
を
食
べ
た
親
子
か
ら
は
「
美
味
し

い
。
一
緒
に
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
。」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

  

                                

                                

                                

山
口
県
漁
協
柳
井
地
区
女
性
部
が 

お
魚
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た 

お魚料理教室の様子 


